






















Boise Art Museumの「co-creation project」や

























Co-Creative Art Workshop についての対話的省察
西村　愛子　　　松本　哲平　　　山本　双葉　　　大久保　祐衣
Dialogic Reflections on a Co-Creative Art Workshop































年長児 2 クラス（1 クラスあたり男児 15 名・






























































































































　データの収集は 2020 年 10 月 8 日から 12 月




・ 第 1 回〜第 3 回：実践についての打ち合わせ
・ 第 4 回：実践園での事後の振り返り
・ 第 5 回〜第 7 回：実践の振り返りと、表現・
表現教育についての議論、分析について


















































































（図 2　結果図① co-creative art workshopにおける理想モデル１）

























































































































































































































































































































































































































































































　本論で仮説生成されたco-creative art workshop 
の理想モデルにおいては、概念レベル、実践レ
─ 63─
ベルにおいて、今後の研究発展性としての多く
の示唆がなされた。省察の随所で語られた、「子
ども・大人やそれぞれの立ち位置・意識を超え
た創造性」と、その根底にあるとされる横並び
のまなざしを一つの視座とし、今後は実証的視
点で研究実践を重ねることが展望とされる。ま
た、本論のテーマであるco-creativeを観点とし
た実践研究においては、柔軟かつ多角的なアプ
ローチで検討を重ねることが必要である。
注
i co-creation、co-creativeという用語に関し
ては、教育、アートだけでなくビジネス
のプロセスモデル等でも使用されている
こともあり、厳密な定義に関しては未だ
に統一的な見解がなされていない。本論
においては教育における表現活動や芸術
教育をその言及の範囲とし、他者と共同
的に関わりながら行う創造的な表現活動
としている。
ii 佐伯は、横並びのまなざしについて、「あ
なたが見ている世界を『一緒に見ましょ
う、共に喜び、共に悲しみましょう』と
してかかわったり、『私が見ている世界を、
あなたも一緒にみてください』としてか
かわる関係」であると論じている 5）。
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